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１
月
１２
日

（日
）
、
高
森
町
民
体
育
館
で
新
春
恒
例
の
高

森
町
消
防
団

（荒
牧
久
利
団
長
以
下
３
０
６
名
）
出
初
め

式
と
通
常
点
検
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
村
町
長
や
荒
牧
団
長
等
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
永
年
勤

続
消
防
団
員
表
彰
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
常
点
検

（競
技
）
で
は
高
森
中
学
校
少
年
消
防
隊
と

高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
参
加
し
て
、　
一
生
懸

命
に
練
習
し
た
成
果
を
披
露
。
消
防
団
員
に
負
け
な
い
演

技
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

《
通
常
点
検
の
結
果
》
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かわいらしい演技にあたたかい

拍手が送られていました

(幼年消防クラブ)
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12月 1日 の日曜日、熊本市下通りのアーケー

ド街で恒例の 「阿蘇郡農業祭」が開催されま

した。

これは阿蘇をPRし ようと、熊本市に住む
阿蘇郡12か町村の集まり「在熊阿蘇郡人会」と、

阿蘇郡町村会が合同で企画実行しているもので、

各町村とも趣向を凝らし、産業や観光面の宣

伝活動や特産品の展示即売を行いました。

今年の高森町コーナーは、高森こでっちや

奥阿蘇はなしのぶ、湧水 トンネル直販店の加

工部の皆さんによる展示・即売によりたくさ

んの人垣ができていました。

この催しは、在熊高森会の皆さんにお世話
いただいてお り、高森の良さをPRし ようと
毎年多くの方々がこの催 しにご協力いただい

ています。

今後も「ふるさと 。たかもり」をどうぞよ

ろしくお願いします。

「子どもは風の子」といわれているように、

寒い日も元気ですね。

1月 29日 、この冬一番の寒波に見舞われた阿

蘇地方は、積雪の影響で通行止めやチェーン規

制が行われるなど、各地で交通機関に乱れがで

ました。

そんな中、雪合戦をしながら元気に登校する

色見小学校の子どもたち。昼休みには、かまく

らづくりに挑戦しましたが、残念ながら積雪量

が少なく完成には至らなかったようです。

●
　
一
ロ 菫

薇
”
一

一森

l

■■■ 癬
〓
　

，

■■■■■
1.水と緑と土の |こおい、いつばいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て華せな町|こ します。

4.勤労を尊び、産業を振興じ活力のある町にします。

5.スポーツ|こ親しみ、心身をきたえ健全な町 1こ します。
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まちの特産品を晨示印売
在熊高森会が高森のPRに一役
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１
月
３
日
の
午
前

１０
時
か
ら
、
高
森
町
成
人
式
が
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は
９８
人
。
町
内
で
仕

事
に
励
む
人
や
熊
本
市

・
遠
方
に
就
職
、
就
学
し
て
い

る
人
な
ど
、
正
月
の
帰
省
者
を
含
め
８４
人
が
式
に
参
加

し
ま
し
た
。

式
で
は
、
佐
藤
昭
也
教
育
長
や

来
賓
各
位
が

「今
日
か
ら
は
社
会

人
と
し
て
時
代
の
推
移
と
地
域
社

会
に
目
を
向
け
、
よ
り

一
層
教
養

と
英
知
を
涵
養
さ
れ
、
激
動
す
る

日
本
の
頼
も
し
い
担
い
手
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま

す
」
と
激
励
。
成
人
者

一
人
ひ
と

り
が
、
あ
ら
た
め
て
大
人
と
な
る

決
意
を
胸
に
し
て
い
た
よ
う
で
し

た
。中
学
時
代

の
恩
師
も
出
席
さ

れ
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
教

成
人
者
を
代
表
し
、
町
か
ら
の
記
念

品
を
受
け
取
る
宇
藤
裕
子
さ
ん

（高

森

・
下
町
）

え
子
た
ち
の
晴
れ
姿
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

式
後
、
各
地
区
代
表
に
よ
る
意

見
発
表
や
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
久
々
に
あ

っ
た
旧

友
た
ち
と
成
人
を
祝

っ
て
街

へ
繰

り
出
し
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
若
い
力
で
明
る

く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
貢
献
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

交
通
安
全
を
宣
言
す
る

山
崎
淳
仁
さ
ん

（高
森

・
旭
通
）

成
人
に
な
り
、た
く
さ
ん
の
権
利
を

与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、責
任
も
重
く

な

っ
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
大
い
な
る
向

上
心
を
も
つ
て
自
分
を
高
め
た
い
。

中
学
時
代
に
夢
見
た
将
来
と
違
い

現
実
は
厳
し
い
が
、看
護
士
に
な
る
夢

に
向
か
っ
て

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

●   ●
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法

　

律

談

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

■
と
　
き
　
３
月
１５
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
２
月
２８
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

心

配

ご

と

相

談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
ｃ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
ｃ

野
尻
地
区

■
と

き
　
２
月
２０
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と

き
　
２
月
２１
日

（企
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と

き
　
３
月
Ｈ
Ｈ

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

体

日

在

宅

医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

２
月
９
日

馬
原
内
科
医
院

ｅ

６

２

１

０

６

４

６

Ｔ

２
月
Ｈ
日

立

野

病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

２
月
１６
日

中

村

医

院

ｅ

６

７

１

２

３

３

３

Ｔ

２
月
２３
日

立

野
病

院

ｅ

６

８

１

０

１

１

１

Ｔ

３
月
２
日

寺

崎

医

院

ｅ

６

２

１

０

３

７

８

Ｔ

３
月
９
日

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

ｅ

６

２

１

３

３

５

１

Ｔ

３
月
１６
日

渡

辺

内

科

ｅ

６

７

１

１

７

７

７

Ｔ

も

し
も

ｔ
一
‐健
康
一情
一報
一

熊
本
県
保
険
医
協
会
に
よ
る

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
２
月

の
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

■
火
　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

■
水
　
脂
肪
肝

■
木
　
た
ば
こ
と
歯
周
病
の
関
係

に
つ
い
て

■
金
　
せ
き
が
長
引
く
と
き
は
？

■
土

。
日
　
お
な
ら
に
つ
い
て

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
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６
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３
０
０

Ｌ
農
薬
取
締
法
」

の
　
　
　
・

．
　

　

．改
正
に

つ
い
て
一

「農
薬
取
締
法
」
が
、
平
成
１４

年
１２
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
現
行
の
無
登
録
農
薬
の
販
売
禁

上
に
加
え
、
製
造
及
び
輸
入
の

禁
上
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

②
現
行
の
作
物
残
留
農
薬
の
使
用

規
制

。
防
除
業
者
の
届
出

。
防

除
方
法
の
変
更
命
令
に
加
え
、

無
登
録
農
薬
の
使
用
禁
上
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

③
法
律
違
反
の
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

・
販
売
に
係
る
義
務
違
反

（現
行
）
１
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金

（改
正
後
）

一
般
人
に
あ

つ
て

は
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人

に
あ
っ
て
は
１
億
円
以
下
の
罰
金

・
使
用
に
係
る
義
務
違
反

（現
行
）
３
万
円
以
下
の
罰
金

（改
正
後
）
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

■
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
　
農
業
振
興
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１
（内
線
１
５
３
）

は た ち

谷川真紀さん (高森・冬野 )

熊本看護専門学校 2年
岩田富広さん (高森・昭和 )

警視庁田園調布署勤務

の誓い

成人者代表
意見発表
(抜粋 )

(2)(17) 温泉館休館日 2月 19日 (水 )、 3月 19日 (水 )

(住 所 )(死 亡者 )(年齢)(御遺族 )
上色見,東 中原堀田壽美子 89堀田 彰
色見。井上住吉テルエ 82住吉 平男
高森。天神後藤  敏  81後藤 ツル

人
口
の
動
き

12月 末日現在 (前月との比較)

世帯数 2,649(+3)
男  3,699(+13)・
女  4,020(+9)
総 数 7,719(+22)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>松 本典子 本田征二
古澤信幸
<一般寄付>本田虎太郎
<広報送料寄付>
富永高周波工業欄 (横浜市緑区)

おめでた・おくやみ

2002年 12月 受付分   (敬 称略 )
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口
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住
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１

ヽ

博 (名 古屋市千種区)

子 (東京都西東京市 )
ガエ (大阪市西区)

倣 (茨城県水戸市 )
工 (石川県金沢市 )

子 (鹿児島県松元町 )
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陽
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広
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しあ げ ます
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お
も

12.26

ミ

一只

鉤

頸隕
%'スtや

イ

吉村

子

也

美

徹

ミエ

勝

由

父

母

父

母

男
　
　
男

７
‘

９
″

狩
町

関原 ト

津留 和
甲斐サエ

田呂丸ナ

甲斐

岩下 芳季 ちゃん
(色見・山鳥)11.27生

村上 貴一 ちゃん
(高森・横町)12.9生

善 黄 の灯
あ りが とうございま した

(敬称略)
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ご
存
知

で
す
か

？

『
自
動
車

フ
ロ
ン
券
』

エ
ア
コ
ン
等
に
冷
媒
と
し
て
用

い
ら
れ
る
フ
ロ
ン
は
、
オ
ゾ
ン
層

破
壊
物
質
で
あ
り
、
ま
た
温
室
効

果
ガ
ス
で
も
あ
り
ま
す
ｃ

オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
、
平
成
１４
年
１０
月
１

口
よ
り

「
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
」

が
施
行
さ
れ
、
カ
ー

エ
ア
コ
ン
が

搭
載
さ
れ
た
車
を
廃
棄
処
分
す
る

際
に
は

「自
動
車

フ
ロ
ン
券
」
に

よ
り
、
フ
ロ
ン
回
収
等

の
費
用
を

ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
「自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
は
、
全
国
の

郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、

サ
ン
ク
ス
）
各
店
舗
に
て
１
台
分
当

た
り
２
，
５
８
０
円
を
払
い
込
ん
で

い
た
だ
き
、
そ
の
払
い
込
ん
だ
証
明

と
し
て

「自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
を
受

け
取
り
、
廃
棄
処
分
時
に
車
と

一
緒

に
引
取
業
者
に
お
渡
し
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車

フ
ロ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ｈ
０
３

‐
５
５
３
２

‐
１
４
６
１

恩
給

欠
格
者
ず

引
場
者

の
一

皆
様

へ
　
一
一
一
一

一　

　

　

．

総
務
省
の
認
可
法
人
で
あ
る
平

和
記
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次

の
方
を
対
象
に
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

■
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠

格
者
の
方

①
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、

加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年
以

上
の
方
及
び
実
在
職
年
が
１
年
以

上
の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
・銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

②
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
方
で
、

加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年
以

上
の
方
及
び
実
在
職
年
が
１
年
以

上
の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
書

状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

③
上
記
対
象
者
で
、
請
求
を
行
う

こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
、

ご
遺
族
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
対

象
者
あ
て
の
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
（③
の

請
求
期
限
は
平
成
１７
年
３
月
３１
日
）

■
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

昭
和
４２
年
の
引
揚
者
特
別
交
付

金
を
受
給
さ
れ
た
方
に
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。
（請
求
期
限
は
平
成
１５
年

３
月
３１
日
）

■
請
求
書
類
は
、
保
健
福
祉
課
福

祉
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方

は
請
求
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

ｈ
０
１
２
０

‐
２
３
４

‐
９
３
３

こ
う
な

り
ま
す

！

預
金
保
険
制
度

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段

預
金
は
、
平
成
１７
年
３
月
ま
で
引

き
続
き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
元
本
１
千
万
円
ま
で

と
、
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破

た
ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に

応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
（
一
部

カ
ツ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

平
成
１７
年
４
月
以
降
は
、
当
座

預
金
等
の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金

が
全
額
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統

貯
金
保
険
制
度
と
も
に
同
様
の
取

り
扱
い
が
な
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

ま
た
は
預
金
保
険
機
構
、
農
水
産

業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
財

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
衛
生
関
係
の
経
営

相
談
室
が
開
か
れ
ま
す

■
相
談
内
容

（無
料
）

①
経
営
に
関
す
る
相
談

売
り
上
げ
の
伸
び
悩
み
、
事
業

の
見
直
し
、
資
金
繰
り
の
改
善
策

等
と
、
新
し
い
事
業
を
始
め
る
た

め
の
計
画
や
方
針
等
に
つ
い
て

②
融
資
に
関
す
る
相
談

国
民
生
活
金
融
公
庫
生
衛
資
金

融
資
の
借
入
手
続
き
等

利
率
　
年

０

・
９５
％

（
組
合

員
）
、
１

・
６０
％

（組
合
員
以
外
）

（平
成
１４
年
１２
月
３
日
現
在
）

③
税
務
に
関
す
る
相
談

所
得
税
及
び
消
費
税
の
申
告
、

帳
簿
記
入
の
仕
方
等

■
相
談
対
象
者

飲
食
関
係
営
業
、
食
肉
販
売
業
、

理
容
業
、
美
容
業
、
旅
館
ホ
テ
ル

業
、
公
衆
浴
場
業
、
ク
リ
ー

ニ
ン

グ
業
、
興
行
場
の
営
業
者
及
び
開

業
予
定
者

■
指
導
者
　
税
理
士
、
指
導
セ
ン

タ
ー
経
営
指
導
員

■
日
時
　
平
成

１５
年
２
月
１７
日

（月
）
１０
時
～
１５
時

■
場
所
　
阿
蘇
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー

ｈ
０
９
６

‐
３
６
２
‐
３
０
６
１

や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
と

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来

を
控
え
、
日
や
耳
が
悪
く
な

っ
た

り
、
足
腰
が
弱
く
な
る
な
ど
、
日

常
生
活
に
不
安
の
あ
る
人
の
割
合

も
増
え
て
き
ま
す
。

老
い
を
迎
え
た
後
も
、
住
み
慣

れ
た
家
庭
や
地
域
社
会
で
、
共
に

安
心
し
て
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら

し
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち

全
て
の
願
い
で
す
。

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
方
を

は
じ
め
、
全
て
の
人
が
同
じ
社
会

の

一
員
と
し
て
共
に
暮
ら
し
、
共

に
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
社
会

こ
そ
当
た
り
前
の
社
会
で
あ
る
と

の
考
え
に
基
づ
き
、
熊
本
県
で
は

平
成
７
年
３
月
に
高
齢
者
や
障
害

者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

（通
称
）
を
制
定
し
、
私
た
ち

の

暮
ら
し
に
あ
る
歩
道
や
建
物
の
段

差
、
偏
見
や
誤
解
な
ど
の
バ
リ
ア

（障
壁
）
を
取
り
除
く
た
め
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
は
、
事
業
者
の
方
々

や
県
民

一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
あ

つ
て
は
じ
め
て
実

現
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●

●   ●

●

成
人
者
代
表
宣
折言

三
森
　
真
仁
さ
ん

（高
森

・
旭
通
）

,IL 咸人
一人ひとり決意を胸に

はばたけ 20歳の若人

記
念
行
事
の
司
会
進
行
は

藤
原
敬
士
さ
ん

（高
森

・
旭
通
）
と

植
田
智
美
さ
ん

（高
森

・
上
在
）

近
年
の
国
際
情
勢
は
、非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
二
十
歳
の
実
感

は
わ
か
な
い
が
、自
衛
官
と
し
て
与
え

ら
れ
た
任
務
を
全
う
し
た
い
。

二
十
歳
を
機
に
「広
い
見
聞
を
持
つ
」

こ
と
と

「挑
戦
す
る
価
値
」
の
、
三

つ
を
日
標
に
掲
げ
て
頑
張
り
ま
す
。

―
ょ

Ｉ
ξ
一ｓ・

成
人
に
な

っ
た
と
い
う
実
感
が
わ

か
な
い
。
地
元
で
働
く
こ
と
と
な
る
が

と
に
か
く

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

屏

―

本川宰さん (色見・山鳥)

熊本情報経理専門学校 2年
飯塚梢さん (高森・旭通)

熊本大学 2年

工藤洋介さん (芹 口・菅の迫 )

航空自衛隊第 23警戒群
輪島分屯基地勤務

9時から15時まで  (16)2/17(月 )、 2/25(火 )、 3/5(水 )、 3/17(月 )役場の支払 日(3)

お知らせのページ
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税務広報

宦レン呻:‐癬 鋏鋏心の農iはずなさていン

税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
の

方
▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者

▼
年
金
、
不
動
産
所
得
、
利
子
、

配
当
な
ど
が
あ
る
方

▼
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
与
等
以
外

の
収
入
が
あ
る
方

▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年
１

月
１
日
現
在
で
就
職
し
て
い
な

い
方

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
の
方
で
公

的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る
方

は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税

の
お
勧
め

所
得
税
を
納
め
る
方
法
と
し

て
、
便
利
な

「振
替
納
税
」
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
銀
行
や
農
協

。
郵
便

局
な
ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替

に
よ
り
自
動
的
に
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

振
替
納
税
を
利
用
し
ま
す
と
、

納
期
限
に
遅
れ
る
こ
と
も
な
く
、

ま
た
、
納
税
の
手
間
も
省
け
て
大

変
便
利
で
す
。

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方

は
、
簡
単
な
手
続
き
で
済
み
ま
す

か
ら
、
ぜ
ひ
今
年
の
確
定
申
告
分

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
給
与
、
年
金
所
得
が
あ
る
人
は

○
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払

証
明
書

〇
年
金
支
払
証
明
書

※
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
人

は
、
源
泉
徴
収
票

（原
本
）
を

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
還
付
を
受
け
る
預
金
通
帳

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険

料
控
除
を
受
け
る
人
は

○
支
払

っ
た
保
険
料
の
証
明
書

◆
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は

○
被
災
証
明

○
被
害
を
受
け
た
住
宅
、
家
財
の

明
細
書
や
領
収
書

○
損
害
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
の
証
明
書

所
得
税

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
「所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を

参
考
に
、
所
得
金
額
や
税
額
を
正

し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申
告
納

税
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
。
確
定

申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

」o
ノ マヽ
ん
て
工.1

41ドレ

お

早

め

に

お

忘

れ

な

く

　

２
月
‐７
日
（月
）
～
３
月
‐７
日
（月
）

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
税
の
申
告
は
２
月
１７
日

（月
）
か
ら
、
贈
与
税
の
申
告
は
２
月
３
日

（月
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

始
ま
り
、
期
限
は
３
月
１７
日

（月
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
の
個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
期
限
と
納
付
期
限
は

３
月
３１
日

（月
）
で
す
。

例
年
、
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
と
役
場
税
務

課
の
窓
回
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
と
納
付
は
、
で
き
る
だ
け
早

め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

●   ●

●   ●

ヌが一ノ安:£:夕顔|だ|ル颯 ιまιょう
2003年度のスポーツ安全保険が 3月 より加入受付開始 !

子ども会や運動クラブなど 5人以上の団体であれば加入できます。
加入 して万―のけがや賠償責任に備えましょう。

■問い合わせは、スポーツ安全協会熊本県支部 ■L096-388-1581

(加入区分ごとに 5人以上でご加入ください )

※AWにおける個人活動中の傷害保険事故の場合には、日射・熱射病及び細菌性食物中毒は対象となりません。
※「子どものスポーツ団体の指導者」とは、指導者の資格の有無を問わず、団体員への実技・理論指導及びその補助等を行う人をいいます。
「子どもの団体の保護者」とは、団体員の保護者であり、団体活動の支援として、団体員の送迎、応援、活動の準備及び後片付けを行う人をいいます。

ます。| ※「フォークダンス、社交ダンス、洋舞、日舞等」の加入区分は、C区分となり
: ○保険期間
平成 15年 4月 1日 ～平成 16 3月 31日 まで (3月 中に申込の場合 )

16年 3月 31日 まで (4月 1日 以降申込の場合 )
年
成: ・掛金を振込んだ日の翌日～平

○
印
鑑

（認
印
）

○
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告

書
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「申

告
書
」
や

「収
支
内
訳
書
」

こ
の
ほ
か
、
申
告
の
際
に
必
要
な

書
類
は
申
告
者
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

○
支
払

つ
た
医
療
費
の
領
収
書
や

明
細
書

○
生
命
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
の
明
細
書

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は

〇
年
金
や
健
康
保
険
料
な
ど
の
支

払
証
明
書

◆
事
業

（農
業
）
所
得
や
不
動
産

所
得
が
あ
る
人
は

○
収
入
や
経
費
な
ど
の
わ
か
る
帳
簿

○
領
収
書

○
収
支
内
訳
書

※
所
得
の
種
類
ご
と
、
経
費
な
ど

の
科
目
ご
と
に
計
算
を
し
て
き

て
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は

（所
得
税
申
告
の
場
合

の
み
）

○
登
記
簿
謄
本

○
住
民
票
の
写
し

○
売
買
契
約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書

○
住
宅
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書

3月 は阿蘇郡各地で「阿蘇の火まつ り事業」が

開催されます。郷土芸能や物産市など、それぞれ

の地域の特色を活かしたお祭りです。

ぜひご来場いただき、お楽しみください。

始まります

第 1脅 口阿蘇のKまつル|

(4)(15)

加入区分 口掛金 口補償額

■■■■

団

体
対象 となる団体

加入

区分
掛 金 対 象 範 囲

傷 害 保 険 (補償額 )
賠償責任保険
(補償限度額)

共済見舞金
死  亡 後遺障害 入 院

(日客貢)
通 院
(日 客頁)

子

ど

も

の

団

体

中学生以 ドの子ども
子どもの保護者
(スポーツの指導、審判を除く)

A 500円
団体活動中と往復途中
(子 どもにおいては学
校管理下を除く)

2,∝Ю万I Il

最高
3,CO)万 円 4 αⅨ)円 l,:IЮ 円

身体賠償 1人   l億円
I事故 5億円

財物賠償 1事故 500万 1¬
{免責 各1000円 )

突然死
(急性心不全、
脳内出血等)

160万円

中学生以下の子ども AW 1,050円

団体活動中と往復途中
(学校管理下を除く)

|

(団
|

21岬
13
lЮ 万円 5,C(X)|]l 2,αЮ円

体 活 動 中 )

上記補償に
身体・財物賠償 合算
l事故500万円を加算
(免責 1000円 )

上記以外の個人活動中
(学校管理下を除く)

(個
1∞ 万円

|

人 活 動 中 )

lЮ万円11脚 円1 躙 円

身体・財物賠償 合算
1事故 500万 円
(■音 1000円 )

対象外

子どものスポーツ団体
の指導者

AC 1,000円 子どもたちへの指導
活動中と往復途中

1,CO)万 円
最高
1,■0万円 2,5∞ ||」 1,∝Ю円

身体賠償 1人   1億円
1事故 5億円

財物賠償 1事故 500万円
(免責 各1000円 )

突然死
(急性心不全、
′1図内出血等)
160万 円

大

人

の

団

体

文化活動、ボランティア
活動及び地域活動
(ス

「
ツ|:)指導則申|、 ダンス踊鳴を除〈)

A 500円

団体活動中と往復途中
(学校管理下を除く)

2,ⅨЮ万円
最高
3,任Ю万円 4,(m lI」 1,IЮ 円

身体賠償 1人   1億円
l事故 5億円

財物賠償 l事故500万 円
免責(自己負担)各 1000円

脳内出血等)
160万 円

突然死
(急性心不全

老人クラブなど B 800円 IЮ 万円
最高
∝Ю万円

1,&Ю 円 1郷)円

スポーツ活動
(野外活動、身体運動を含む)

C 1,500円 2,∝Ю万円
最高
3,αЮ万円

4,())円 1,IЮ 円

危険度の高いスポーツ活動 D 9,000i月 5:Ю 万円
7Ю 万円
最高

1,8∞ 円 1,αЮ III

⑮
鰈

蝠

黎
・

目■目

開 催  日 開 催 時 間 イベン ト名 開催場所 問合せ先電話番号

2月 28日 (金 ) 17:00～ 18:00 火入れ式 阿蘇神社 0967-24-5117

3月 1日 (土 ) 16:30～ 19:00 阿蘇ぶるまい 阿蘇町総合センター 0967-32-1111

3月 9日 (日 ) 12:00～ 15:00 新酒とふるさとの味まつり 高森駅前公園 0967-62-2233

3月 21日 (金 ) 10:00～ 15:00 モーモーグルメフェア うぶやま牧場 0967-25-2211

3月 21日 (金 ) 15:30～ 20:30 山の神まつり 俵山交流館「萌の里」とその周辺 096-279-3111

3月 22日 (土 ) 10:00～ 14:00 神楽とそば手打ち体験交流 道の駅波野「神楽苑」 0967-24-2001

3月 22日 (土 ) 17:30～ 19130 ファイヤービート2003inアスペクタ グリーンピア南阿蘇「アスペクタ」 0967-67-1161

3月 23日 (日 ) 18:00～ 20:30 薪能 阿蘇神社 0967-24-5117

3月 23日 (日 ) 9:00～ 15:00 長陽スポーツフェスタ ちょうよう21ツインアリーナ周辺 0967-67-1111

3月 24日 (月 ) 18:00～ 20:00 火振り神事 阿蘇神社参道と隣接地 0967-22-3111

3月下旬～4月上旬 南阿蘇桜さくら植木まつり 一心行の大桜周辺 0967-62-9111

*r?r'

申
告
伽
爆
建
華
一備
す
る
一も
ぬ
機̈
，

爾
艤
艤



平成15年度 (平成14年分所得)申告受付会場
由
日
一チ
）兄

日
只

１

一
■
■

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を

も
ら

つ
た
と
き
に
、
も
ら

つ
た
人

に
か
か
る
税
金
で
す
。
贈
与
税
が

か
か
る
の
は
、
平
成
１４
年
１
月
１

日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
贈
与
を

受
け
た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万

円
を
超
え
る
場
合
で
す
。

な
お
、
「あ
る
時
払
い
の
催
促

な
し
」
と
い
う
親
子
間
の
借
金
や
、

将
来
返
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
返

す
と
い
う

「出
世
払
い
」
の
借
金

な
ど
も
贈
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

消
費
税

個
人
事
業
者
で
、
平
成
１２
年
分

の
課
税
売
上
高
が
３
０
０
０
万
円

を
超
え
た
方
は
、
平
成
１４
年
分
の

申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
と
納
税
は
３
月
３１
日
ま
で

と
な

っ
て
い
ま
す
。

住
民
税

（町
県
民
税
）
の
申
告

は
、
住
民
税
の
課
税
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料

の
算
定
、
児
童
手
当
の
受
給
用
件
、

各
種
証
明
書
な
ど
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
す
。

住
民
税

の
中
告
が
必
要
な
方

は
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
さ
れ
ま

願
い
し
ま
す
。

●申
告
が
必
要
な

平
成
１５
年
１
月
１
日
現
在
、
本

町
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
で
す
。

①
農
業

。
そ
の
他
事
業
を
営
ん
で

い
る
方
、
不
動
産
な
ど
の
所
得

の
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
さ

れ
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
前
年

中
に
就
職
や
退
職
を
し
た
方

③
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
る
方

④
国
民
健
康

い
る
方

申
告
が
必
要
な

い
方

①
所
得
税
の
確
定
中
告
を
さ
れ
た
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
以
外

こ

ま

先
か
さ
れ
出
さ

ら
町
量

た
給
れ
て

③
生
活

規
定
に
よ
る
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

平成 15年 3月 完成予定の下町

A団地と、駅前団地の入居者を下
記により募集します。

※一般住宅の家賃は収入に応 じて決定します。

なお、家賃の他に共益費 2,000円 、駐車場代

500円 を徴収します。

※公営住宅法に規定する入居資格者に該当する

方 (入居希望の方はお問い合わせ下さい。)

※現に住宅に困窮していることが明らかな方

◆選考方法

高森町営住宅条例第九条の選考基準及び高

森町特定公共賃貸住宅条例第人条の規定に基

づき入居者を選考します。

◆申し込み方法

建設課建築係に備え付けの用紙に必要書類

を添えてお申し込みください。

■お申し込み・お問い合わせは

建設課 建築係 ■L62-1111(内線 143)

阿蘇カルデラスーパーマラソン大会

参加者募集

■開催日 平成 15年 6月 7日 (土 )
100kmの部…午前 5時スター ト
50kmの部…午前 11時スター ト

■場 所 ○スター ト
100kmの部…長陽村福祉温泉センター

「ウィナス」

50kmの部…波野村役場前

○ゴールは共に「阿蘇町総合センター」

■参加費 100kmの部…13,000円
50kmの部…10,000円

■参加資格 大会当日 18歳以上で健康な方
■募集締切 平成 15年 4月 15日 (火)消印有効

■問い合わせ及び募集要項請求は

阿蘇広域行政事務組合 企画係
lEL 0967-24-5117

町営住宅の人居者募集

住みよい町をめざして

交通安全宣言駅伝大会
開催のお知 らせ

2月 23日 (日 )午前 9時 40分
高森駅前スター ト

皆さんの参加と応援

駐在区及び職場 (1

参加 (学校・クラブな

■申し込み・お問い合 ,

教育委員会 ■L62-

峙́ ′,´….“_ォ ,す

●  ●

●

※申告は、できるだけ各申告受付会場ですませましょう。

※3月 13日 以降は、混雑が予想され長時間お待ち願 うこと

があります。

■阿蘇税務署 L0967-22-0551
■高森町役場 税務課 町民税係
■L62-1111(内 線 164・ 165)

日
対 象 地 区

会   場
9時 ～ 11時 13時～ 15時

2月 17日 (月 ) 村 山・ 天 神 上 在・ 上 町

林業総合センター

2月 18日 CЮ 旭 通 旭 通

2月 19日 OЮ 日召 禾日 日召 禾日

2月 20日 (和 下 町 横 町

2月 21日

“

υ 森 冬 野・ 津 留

2月 24日 (月 )
所得税・消費税納税相談

阿蘇税務署
2月 25日 00

2月 26日 010

2月 27日 (本) 洗 川 。大 村 中原・ 前 原

2月 28日

“

∋ 戸狩・井上・山鳥 小倉原,中園'西丁

3月 3日 (月 ) 津  留  1 津  留  2
野尻林業センター

3月 4日 し`0 野  尻  1 野尻 2・ 尾下 1

3月 5日 0輸 河原 2・ 尾下 2 河  原  1 河原老人憩いの家

3月 6日 (木) 矢  津  田 中 旧草部 北部 支所

3月 7日

“

∋ 草部 (社倉 ) 草部 (社倉以外)

草部基幹集落センター
3月 10日 (月 ) 斤 口 斤 口

3月 11日 り0 菅 山 切下

3月 12日 OЮ 永  里予 原 永  野  原

3月 13日 (本)
上記相談日に

ご来場できなかつた方
林業総合センター3月 14日

“

∋

3月 17日 (月 )

住 宅 の 概 要 募集戸数 家 賃 (予 定 ) 所 得 月 額 の 基 準 入居予定日 入居申し込み

下

町

A
団

地

<一般住宅>
木造 2階建 79.41ぷ 1 層

20,200円
～ 33,500円

本人及び同居者の所得月
額が20万円以下の者

平成 15年
4月 1日

2月 17日
(月 )

2月 28日
(金 )

※期間内に申
し込みをされ
た方のみ、選
考対象となり
ます

<特定公共賃貸住宅>
「中堅所得者向け住宅」
木造 2階建 87.50r

2戸
37,000Fヨ

(収入の増減による家賃
の変動はありません)

本人及び同居者の所得月
額が20万円を超え32万
2千円以下の者

駅

日ll

団

地

<一般住宅>(障害者対応型)
木造平屋建 5894ぶ 1戸

16,500円
～ 28,400円

本人及び同居者の所得月
額が20万円以下の者

<一般住宅 >(高齢者対応型)
木造平屋建 56.78ぶ

1戸

住
民
税
の
申
告

(14)

,,

つヽくりの駅前回●

昨年の大会から



寺子屋での成果を発

高森町バ ドミン トン大会

11月 4日 、高森中学校体育館で町バ ドミント
ン大会が開催されました。

大会には一般男女 25名、小学生 45名、中学
生 15名 が参加 し、日頃の練習の成果を存分に

発揮して、熱のこもった試合が展開されました。

特に、わんぱくてらこやで練習する小学生の参

加が大会を大いに盛り上げました。

大会結果 (優勝のみ掲載 )
□一般の部 (一部)古澤建生 。谷川洋一
□一般の部 (二部)森 田英嗣・岩下由美子
□6年男子の部 森隆志 。後藤成幸 (高森東小学校 )
□6年女子の部 内倉ななみ。二子石はるか (高森小学校)
□5年男子の部 本田人史希。二子石悠平 (高森東小学校)
□5年女子の部 本田りな。津留えみか (高森小学校 )
□4年女子の部 平田えみ。堀山あかね (高森小学校 )
□寺子屋の部 堀田さち。後藤はるな(上色見小学校)

身近なニュースがありました

ら広報係へご連絡ください。

■L62… 1111(内線 211)まで

君

そ
′、口́F

行政 と税について学ぶ

高森高校 3年生が役場訪間

1月 14日 、進学や就職を今春にひかえた高森

高校の 3年生が役場を訪れました。
これは社会生活で必要な税の仕組みや、行政の

システムを学ぼうというもので、毎年この時期に

行われているものです。生徒たちは、役場内の仕

事風景や施設見学の後、職員から税の説明や町の

施策説明を受けました。

同校出身の町職員から、先輩社会人としての体

験談の発表があり、熱心に聞き入っていました。

同校の皆さんはこの他、社会福祉施設での社会

生活体験や奉仕活動等でも活躍しています。
これからも色々な学習を通して、人づくり、ま

ちづくりに若い力を大いに発揮していただきたい

ものです。

職員の案内で役場庁舎内を見学

揮  腋
/抒診

ゞ

｀

増

高森警察署 ■L62-0110

～ 熊本犯罪被害者支援センター設立にご協力を

●  ●

皆さんは、ある日突然何の落ち度もないにもかか

わらず、犯罪や交通事故により愛する家族の命が奪

われたりすることを想像できますか ?

事件や事故の被害者の方々は、事件・事故の直接

的な被害だけでなく、被害後、新たに生じる様々な

問題にも苦しめられています。

●被害後に現れる精神的 。身体的症状

●家族関係の崩壊

●行き過ぎた取材・報道によるプライバシーの侵害

●近所からの偏見、無責任なうわさ話

●治療費等の支払いに伴う経済的負担

●捜査や裁判の過程における不適切な言動

賛助会員加入等の ご案内

「熊本犯罪被害者支援センター」では、支援活動に

参加されるボランティアと、運営基盤を支える賛助会

員を求めています。

■賛助会員会費

・個人会員    (年 会費 1口  3,000円 )
・企業・団体会員 (年会費 1日  10,000円 )
■寄付の受付

会員会費のほか、寄付金も広く募集しております。

現在、犯罪被害者を社会全体で支えようと犯

罪被害者支援のための民間ボランティア団体が、

全国 27都道府県で設立され、電話や面接による

相談、法廷や病院への付き添い、被害者グルー

プヘの援助など様々な支援活動を行っています。

熊本でも、民間の被害者支援団体を設立しよ

うとの声が高まり、「熊本犯罪被害者支援セン

ター」として、本年 4月 から業務を開始するこ

ととなりました。

誰もが犯罪被害者 となりうる現代社会におい

て、被害者を社会全体で支えるとの理念の下に、

多くの方のご理解とご協力が求められています。

■お問い合わせは

社団法人熊本犯罪被害者支援センター

設立委員会事務局

熊本市水前寺 6丁 目 18番 1号
TEL 096-386-0337  fax096-386-0338

ホームページ  ww‖ k― v― support.jp
メールアドレス center@k― v―suppOrt.」 p

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 h62-9034
姐
さ
ん
女
房

姐
さ
ん
女
房

お
か
し
い
ぞ

宥ト

滝
の
音
梢
の

一
葉
散
り
ゆ
き
ぬ

着
膨
薇
て
病
院
近
い
老

い
の
バ
ス

一
一
し
み
じ
み
と
ミ
影
に
偲
ぶ
冬
座
敷

■
■
ク
時
雨
ね
涙
な
が
ら
に
弔
辞
読
む

●

笑
み
い
っ
ぱ

い
手
好
き
姜
が
手
を
焼
く

一
一
台
所
れ
杓
も
共
に
東
て
つ
き
て

一
子
の
便
り
日
々
待
ち
居
り
ぬ
秋
の
暮
薇

●

銀
杏
黄
葉
塗
く
人
生
の
真
青
か
な

●
一
台
露
の
こ
ば
れ
る
先
は
大
地
か
な

羽
友
の
伝
説
訪
ね
初
夏
の
旅

お 君 お 炒 お 姐 灌
~お
川 姐 川 姐

■■||||■ ||||||‐・ ■

ヘ

さ
ん
女
房

ン
そ
ば

さ
ん
女
房

ン
そ
ば

か
し
い
ぞ

こ
そ
命
　
・

さ
ん
女
房

か
し
い
ぞ

な
先
生
　
・

、　　　ン　、　ド̈　・

力

ｔ

ヽ

ｚ
、

こ
そ
令

か
し

い
ぞ

月巴

後

狂

句

●   ●
地震対策 ～グラッと来たときの行動は～

句
　
　
（老
人
ク
ラ
ブ
根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
）

顔
の
雛
几
て
暮
さ
な
ん

洪
水
跡
も
あ
る
嗚
居

大
蔵
省
は
ご
姜
木

夭
丼
に
舟
予

っ
と
ら
す

馬
が
毎
晩
出
て
行
く
が

感
謝
感
謝
の
二
十
年

手
綱
引

い
た
り
復
め
た
り

ど
う
も
夫
婦
じ
ゃ
無
ァ
ご
た
る

卑
で
課
外
授
業
し
て

防
犯
ビ
デ
オ
な
き
戻
し

ノ
ー
ベ
ル
菅
ハは
社
の
宝

痔
で
も
無
ァ
と
に
立
の
滉
ざ
る

笑
う
て
薔
労
し
て
く
る
る

隣
保
の
揉
め
も
片
付
く
る

隣
り
ゃ
入
院
中
の
筈

僕
の
伴
侶
は
卑
椅
子

と

っ
さ
の
時
の

行
動
が

生
死
を
分
け
る

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
常
識
は

「グ
ラ
ッ
と
き
た
ら

火
の
始
末
」
揺
れ
を
感
じ
た
瞬
間
に
火
を
止
め
る
こ
と
は
、

再
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
危
険
か
ら
身
を
守
る
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
場
合
に
こ
れ
を
守
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
阪
神
大
震
災
の
時
に
は

「グ
ラ
ッ
」
で
は
な
く

「ド
ー
ン
」
と
き
た
と
被
災
者
は
語
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま

り
直
下
型
の
大
地
震
、
し
か
も
震
度
７
と
い
う
レ
ベ
ル
は
、

揺
れ
の
当
初
に
は
行
動
の
自
由
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
大
地
震
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
せ
る
場
合
で

な
け
れ
ば
火
の
始
末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ま
ず
最
初
に
す
べ

き
は

「自
分
の
安
全
確
保
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
初
の
揺
れ
が
収
ま
る
３０
～
６０
秒
の
間
は
、
そ
れ
以
外

の
行
動
は

「で
き
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
頭
部
な
ど
体

を
カ
バ
ー
し
、
落
下
物
や
倒
れ
て
く
る
家
財
か
ら
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
家
族
な
ど
周
り
の
人
間
と
も
声
を
か
け
合

い
、
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
な
ど
に
避
難
し
、
大
き
な
揺
れ

の
間
は
安
全
と
、
そ
し
て
冷
静
さ
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

体
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
窓
や
ド
ア
を
開
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
さ
ら
に
い
い
で
し
よ
う
。
地
震
に
よ
つ
て

変
形
し
、
開
か
な
く
な

つ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
揺
れ
の
程
度
に
よ
り
ま
す
。
落
下

物
の
あ
る
う
ち
に
動
く
の
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。

大
き
な
揺
れ
が
収
ま

っ
た
ら
、
た
だ
ち
に
火
の
始
末
、

す
べ
て
の
火
と
ガ
ス
の
元
栓
を
止
め
ま
す
。

師
　
走
　
（
阿
蘇
御
神
大
会
）
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東
申
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

有
終
０
美

全
国
制
覇
の
原
動
力
に

久
保
田
幸
二
君

（高
森
東
中
３
年
）

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

東
中
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

の
廃

部
に
つ
い
て
は

「母
校
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
が
な
く
な
る
の
は
寂
し

い
が
、
こ
の
先
自
分
が
活
躍
す
る

こ
と
で
母
校
に
恩
返
し
が
し
た

い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

監
督

の
岩
根
先
生
は

「
と
に

か
く
運
動
能
力
が
高
い
選
手
な
の

で
、
自
信
過
剰
に
な
ら
ず
目
標
に

向
か

っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
ピ

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ

と

の
容
さ

ん

へ

何
時
も

「広
報
た
か
も
り
」
を
送
付
し
て
い
た
だ
き
懐

か
し
く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。

故
郷
高
森
は
死
ぬ
ま
で
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
高
森
の
情
報
を
細
大
漏
ら
さ
ず
読
み
つ
く
し
て
お
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（熊
本
市
御
領
　
野
尻
逸
司
様
）

毎
々
な

つ
か
し
い
見
事
な
出
来
ば
え
の

「広
報
た
か
も

り
」
ご
送
付
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
く
に
写

真
は
圧
巻
で
、
ほ
と
ほ
と
関
心
し
な
が
ら
拝
見
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
　

　

（東
京
都
西
東
京
市
　
甲
斐
サ
エ
子
様
）

何
時
も
広
報
を
送

っ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

思
え
ば
昭
和
十
年
三
月
に
故
郷
を
後
に
し
て
、
早
や

六
十
八
年
目
に
な
り
ま
す
。
流
石
に
老
い
を
感
ず
る
年
齢

と
な
り
、
帰
郷
も
無
理
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
は
故
郷
を
偲
ぶ
貴
重
な
も
の
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（茨
城
県
水
戸
市
　
甲
斐
倣
様
）

広
報
た
か
も
り
が
送
ら
れ
て
く
る
の
を
毎
月
楽
し
み
に

待

っ
て
い
ま
す
。
遠
く
離
れ
て
い
れ
ば
、
古
里
が

一
番
な

つ
か
し
い
で
す
。

阿
蘇
の
山
々
を
時
々
は
写
し
て
く
だ
さ
い
。
１
月
号
の

切
り
干
し
大
根
の
記
事
は
と
て
も
な

つ
か
し
く
、
子
ど
も

の
こ
ろ
母
が
作

っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

（石
川
県
金
沢
市
　
関
原
ト
ミ
エ
様
）

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
高
森
出
身
の
皆
様
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
誌
づ
く
り
に
努
め
て
行
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

（広
報
た
か
も
り
）

昨
年
１２
月
、
大
阪
市
で
開
か

れ
た
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
男
子
の
部
で
、

熊
本
県
選
抜
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
こ
の
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
出
場
し
た
、
高
森
東
中
３
年
の

久
保
田
幸
二
君

（野
尻

。
井
上
）

は
、
１
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
の
６

試
合
全
て
に
フ
ル
出
場
。
久
保
田

君
の
活
躍
で
、
準
決
勝
で
は
大
阪

府
を
、
決
勝
で
は
東
京
都
を
い
ず

れ
も
２
１
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
下

し
、
県
チ
ー
ム
の
優
勝
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

中
学
校
入
学
時
に
は
、
す
で

に
１
７
０
ｃｍ
を
超
え
て
い
た
身
長

輝
か
し
い
歴
史
に
終
止
符

じ

ん

　

け

ん

「
人

権

」

ね
　
　
　
こ
　
　
　
お

《

寝

た

子
を
起

こ
す

な

？

》

「
あ
ま
り
同
和
、
同
和
と
騒
ぐ
な
。
そ

っ
と
し
て
お
け

ば
、
差
別
は
自
然
に
な
く
な
る
。
学
校
で
同
和
教
育
な
ど

す
る
か
ら
、
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
ま
で
同
和
問
題
に
つ

い
て
知

っ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
。
同
和
問
題
を
教
え
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
か
え

つ
て
差
別
の
ば
ら
ま
き
に
な
る
。
」

と
い
う
人
が
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

「寝
た
子
を
起
こ
す
な
」

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
よ
く
耳
に
す
る
意
見
で
す
。

で
は
、
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
差
別
が
本
当
に
な
く
な
る

の
で
し
よ
う
か
。

た
と
え
ば

「部
落
差
別
」
が
か
り
に
自
然
に
解
消
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
で
私
た
ち
の
心
に

「人
権
意
識
」
が
育

つ
の
で
し
よ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
新
た
な
別
の

「
い
わ
れ
な
き
差
別
」
を
作

っ
て
し

ま
う
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
、
私
た
ち
が
き
ち

っ
と
し
た
人
権
意
識
を
身
に
つ

け
な
け
れ
ば
、
差
別
の
問
題
は
解
決
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

ど

う

わ

も

ん

だ

い
　

　

か
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
さ

べ
　
つ
　

　

じ
ん
け
ん

だ
か
ら
こ
そ
、
同
和
問
題
に
限
ら
ず

「差
別
、
人
権

問
題
」
と
い
つ
た
こ
と
に
対
し
て
、
「放
置
せ
ず
、
許
さ
ず
」

と
い
っ
た
態
度
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

も
、
今
で
は
１
８
ｌ

ｍ
と
な
り
現

在
も
少
し
ず

つ
伸
び
て
い
ま
す
。

卒
業
後
は
熊
本
市
内
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
名
門
校
に
進
学
予
定
で
、

「高
校
で
も
全
国
の
頂
点
を
目
指

し
ま
す
。
」
と
目
標
も
高
く
、
将

来
が
楽
し
み
な
選
手
で
す
。

高
森
東
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
今

年
度
で
廃
部
と
な
り
ま
し
た
。

同
校
最
後
の
公
式
戦
で
あ
る
中

体
連
で
は
、
郡
大
会
で
優
勝
し
、

県
大
会
ベ
ス
ト
８
の
結
果
を
残
し

ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
な
く
な
る

年
に
、
郡
大
会
や
招
待
試
合
等
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
岩
根
先

生
は
「廃
部
は
残
念
だ
が
仕
方
な
い
。

今
年
の
各
大
会
で
は
す
ば
ら
し
い

結
果
が
残
せ
て
う
れ
し
く
思
つ
て

い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

● ●

●   ●

高
森
東
小
学
校
三
年
　
後
藤
　
亮

あ
の

一
言
で
　
き
ず
が

つ
く

○
み
ん
な

まちじんt,

ら」を合唱する上

草

そ
話
し
は

学
校
三
年

相
手
の
心
が

さ

き

し
い
な

い
ち

草

に
ノヽ

ひ
と
　
　
わ

る
′＼
ち

○
人
の
悪
口

○
め
ざ

そ
う

よ

わ

る
く
ち

○
悪
回
は

＞ヽ

く

、

・フ

‘́

、

ノ

　

〕
‐
／

○
み
ん
なと

言

っ
た
ら

さ

つ
は

こ
そ
こ

高
森
東
小

で

　

ベ

高
森
高
森
小
学
校

ん
き
よ
う
あ
そ
び
　
た
の

年
　
し
ま
だ

部
南
部
小
学
校
五
年

い
じ
め
の
な
い
　
学

部
南
部
小
学
校
五
年
し
な

い
よ
う

に

小
学
校

一
年
　
た
に
む

大
切
な
出
会
い
の
　
は
ら

　

り

ゅ

う

校
を
佐
藤
　
純
平

じ
ま
り
だ

内
出
　
晃
陽

■
メ
■
月
ｎ

ノ

消
そ
う

じんけんけいはつひょうごしょうかい

人権啓発標語紹介

草
部
中
学
校
二
年

○
い
じ
め
は
ダ
メ
　
心
の
迷
い

草
部
中
学
校
三
年

阿
南
　
竜
徳

と
　
　
　
け

舞 町出身者のお便り紹介

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
３
３
０
０
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ

り
、
今
年
度
は
１１
万
円
を
超

え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（ご
寄
付
い
た
だ
い

た
方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
ｌ
ヶ

月
に
１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。

（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（
小

為
替
な
ど
）
や
、

９０
円
以

下
の
少
額
切
手
で
１
年
分

程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

たかもり出身の皆様ヘ 広報たかもり からのお願い

(12)
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腎雪:路彗L健康調慶
血
管
を
守

っ
て

動
脈
硬
化を

予
防
し
よ
う

「動
脈
硬
化
」
最
近
よ
く
耳
に

す
る
言
葉

で
す
が
、
あ
な
た
は

自
分
の
血
管
に
自
信
が
あ
り
ま
す

力
″動
脈
硬
化
と
は
全
身
に
血
液
を

送
る
動
脈
の
内
壁
に
脂
肪
が
た
ま

り
、
内
腔
が
狭
く
な

っ
た
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

″″‐」;':1のノ用;;::i′;;1'「′tラノ
Lを
″髪で

膠
量幌
聰儡

瞼

燿

高森温泉館で

初 湯

100枚

●  ●

●  ●

血
管
の
状
態
を
知
る
に
は
つ

動
脈
硬
化
の
発
生
に
深
く
関
係

す
る
の
が

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
特

に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
存
在
で
す
。
血
液
中
に
増
え

す
ぎ
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
血
管
内
壁
に
沈

着
し
て
い
き
ま
す
。

逆
に
Ｈ
Ｄ
Ｌ

（善
玉
）

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
、
血
管
壁
に
沈
着
し

た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取
り
除
い

て
く
れ
る
働
き
を
し
ま
す
。

し
た
が

っ
て
健
診
結
果
か
ら
、

血
液
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
多
く
、

Ｈ
Ｄ
」

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
少
な
い
と
、
動
脈
硬
化

を
お
こ
す
危
険
性
が
高
く
な

っ
て

い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
な
り
や
す

い
つ

最
近
の
調
査

。
研
究
か
ら
、
血

管
を
傷

つ
け
動
脈
硬
化
を
進
行
さ

せ
や
す
い
要
因
が
明
ら
か
に
な

っ

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
年
齢
と
性
。

こ
れ
は
避

け
よ
う
の
な
い
も
の
で
す
が
、
男

性
４５
歳
以
上
、
女
性
５５
歳
以
上
に

な

つ
た
ら
動
脈
硬
化
も
視
野
に
入

れ
た
生
活
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
高
血
圧

。
高
血
糖
状

態

。
喫
煙

。
家
族
歴

。
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
状
態
に

あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
影
響

し
あ

っ
て
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
状
態
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
し
て
、
食
べ
過
ぎ

や
運
動
不
足
な
ど
に
よ
る
生
活
ス

タ
イ
ル
や
肥
満
、
特
に
内
臓
肥
満

が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
男

性
で
４ｏ
歳
を
過
ぎ
て
増
え
る
脂
肪

は
ほ
と
ん
ど
が
内
臓
に
た
ま

っ
て

く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
？
　
　
動
脈
硬
化
の
予
防
法
は
つ

２
０
０
３
年
の
幕
開
け
を

「初

湯
」
で
楽
し
も
う
と
、
高
森
温

泉
館
で
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
方
々
が

訪
れ
ま
し
た
。

午
前

０
時

の
時
報

の
合
図
で

２
０
０
３
年
を
祝
し
て
の
鏡
割
り

で
幕
を
開
け
、
樽
酒
の
ふ
る
ま
い

や
年
越
し
そ
ば
の
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ゆ
っ
く

り
と
初
湯
に
つ
か
り

一
年
間
の
健

康
を
祈
念
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

大
広
間
で
は
、
高
森
に
わ
か
保

存
会
に
よ
る

『
初
笑
い
高
森
に
わ

か
』
で
、
新
年
の
初
笑
い
を
存
分

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

高
森
温
泉
館
は
開
館

９
周
年

を
経
過
し
ま
し
た
。
各
地
に
新
し

い
温
泉
館
が
建
設
さ
れ
、
入
館
者

数
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
方
々
の
ご
利
用
と
従

業
員
の
知
恵
と
努
力
に
よ

っ
て
、

ま
す
ま
す
繁
栄
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。

会
員
カ
ー
ド
発
行

達
成

白
石
三
千
代
さ
ん

（上
色
見

日
前
原
）

動
脈
硬
化
は
、
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。

一
般
的
に
、
健
診
な
ど
で
指
摘
さ

れ
て
気
づ
き
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
、
さ
ら
に
動
脈
硬
化
が

進
行
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
特
に
、
肥
満

。
高
血
圧

・
高
血

糖

。
高
脂
血
症
を
併
せ
持

っ
て
い

る
人
は

『
死
の
四
十
奏
』
と
も
い

わ
れ
、
生
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
狭

心
症

・
心
筋
梗
塞

・
脳
卒
中
な
ど

の
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病

気
に
な
る
と
、

生
活
に
支
障
を

き
た
し
、
介
護

が
必
要
な
状
態

と
な

っ
た
り
、

医
療
費
も
高
額

と
な
り
経
済
的

な
負
担
も
大
き

く
な

つ
た
り
し

て
き
ま
す
。

ま
ず
、
肥
満
予
防
。

体
重

（ｋｇ
）
÷
身
長

（
ｍ
）
÷

身
長

（
ｍ
）
の
数
値
が
２５
以
上
の

人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

次
に
、
食
事
。
と
く
に
脂
肪
の

取
り
す
ぎ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
７

歳
～
２９
歳
と
い
っ
た
若
い
世
代
で

の
脂
肪
の
摂
取
量
が
目
に
見
え
て

増
加
し
て
お
り
、
将
来
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
す
。
逆
に
食
物
繊
維
は

た

つ
ぶ
り
摂
り
た
い
も
の
。
自
分

は
ど
れ
だ
け
の
脂
肪
や
食
物
繊
維

を
食
べ
て
い
る
の
か
、
ど
れ
く
ら

い
食
べ
た
ら
い
い
の
か
を
知
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
運
動
。
適
度
な
運
動

は
、
中
性
脂
肪
を
減
ら
し
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

町
で
は
、
高
脂
血
症
・高
血
糖
・

高
血
圧
と
診
断
さ
れ
、
改
善
し
た

い
と
努
力
さ
れ
て
い
る
方
に
個
別

に
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

スマイルフエスタ inたかもりの健康コーナーで血圧
チェックする来場者
(定期的な血圧チェックを行い、健康状態を管理する
ことが大切です。)

１２
月
％
日
、
高
森
温
泉
館
で
会

員
カ
ー
ド
発
行
１
０
０
枚
を
達
成

さ
れ
た
白
石
三
千
代
さ

ん
に
、
温
泉
館
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

温
泉
館
で
は
、
平
成

１１
年
８
月
に
会
員
カ
ー

ド
制
を
導
入
し
て
お
り
、

白
石
さ
ん
は
３
年
３
ヶ

月
の
間
に
約
１
１
０
０

回
も
来
場
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

体
館
日
を
除
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
利
用
し

て
い
る
と
い
う
白
石
さ

ん
は

「
温
泉
館
に
来
る

お
か
げ
で
病
気
も
せ
ず

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
か

ら
も
毎
日
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

来
館
時
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
ス
タ
ン
プ

が
１０
個
た
ま
る
と
、
そ
の
会
員
カ
ー
ド
が
１

回
分
の
無
料
入
場
券
と
な
る
仕
組
み
。
現
在

町
内
１
２
８
８
人
、
町
外
３
６
７
２
人
の
方

が
会
員
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
フ

ロ
ン
ト
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
保
健
福
祉
課
　
保
健
推
進
係
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↑ ′ヽ↑
崇警士のいたIビきま市
心臓病や脳卒中

予防のために…
サラサラ血液を目指そう !

循環器病 (心臓病 。脳卒中等)は血管の老化からはじ
まります。

循環器病を予防するには少 しでも血管の老化をくい止

めることが必要です。そのためには、血液をサラサラに

して、血圧の上昇を抑える事が大切です。

★血管 を若々 しく保 とう★
・塩分を控えよう。・・

塩分が濃いと他の調味料も使いがちになります。料理は

なるべく薄味を心がけましょう。

・動物性脂肪を控えよう。・・

動物性脂肪のとりすぎは、LDLコ レステロールを増や
す原因になります。 LDLコ レステロールは血液をドロド
ロにするばかりか、血管壁に付着して動脈硬化を促進しま

す。
・良質のたんぱく質をとろう。・・

臓器や器官はたんぱく質で作られています。丈夫な血管

を保つには、卵や牛乳などの良質のたんぱく質を、食事か

ら積極的にとる必要があります。
0野菜を食べよう。・・

野菜には、ナ トリウムを排出したり便秘を予防して、高

血圧を防ぐ働きのある食物繊維が豊富に含まれています。

成人の場合、 1日 に 350g以上の野菜が必要です。煮物や
おひたし、和え物などにして、毎食食べましょう。

平成 16年 11月 1日 か ら、法律で家畜排せつ

物 (ふん尿 )の規制が始まりますので、下記の
点に留意され施設等の整備をお願いします。

●

家畜排せつ物の規制がはじまります
●

※牛・馬は生後 6ヶ月以上と牛繁殖経営は生後Юヶ月以上が

対象、豚は生後 3ヶ月以上が対象、鶏は生後 2日以上が対:氣

どのようにしなけ初ざいけないのでしょうか?

●堆肥舎は、床を汚水が地下に浸透しない材料 (コ

ンクリー ト・ビニールシー ト等)で築造し、適当
な覆い及び側壁を設けてください。

●尿は汚水が地下に浸透しない材料で築造した貯

留槽で管理してください。

●田や畑に生ふんを放置しないでください。 (田

畑には十分に熟成したものを散布してください)

●管理基準に違反すると50万 円以下の罰金 とな

ります。

虚偽報告・立入検査の妨害等は 20万円以下の

罰金となります。

※対象とならない農家であっても、環境問題や発

生防止は重要な課題です。野積みや素掘 りは行わ

ないようにしてください。

■お問い合わせは

農林振興課 農業振興係 ■L62-1111(内 線 153)
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滋i孵グラタラメ
='コ
ー

麦ご飯・にらのマスタネー ド・

レバー入 リビーンズ ロおばろ昆

布汁 口簡単焼きりんご

にらのマスタネード

□材料 (1人分 )
にら40g。 きゅうり20g。 かまばこ

25g。 砂糖小さじ 1・ 白みそ小 さじ

1強 。酢小さじ1・ マヨネーズ小さじ

1強 。からし少々

□作り方

①にらはゆで、 3cm長 さに切る。か
まばこは薄切り、きゅうりは斜め半分

に切り、薄切りにする。②調味料で①

を和える。
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男ll

で
ルールを守つて !

ヽ

〆

　

　

ヽ

ごみの区分
ロ
ロロ 目 ごみ出 しのマナー

ヽ

　

ノ ゴ
ミ
か
ら
資
源

ヘ
リ
サ
イ
ク
ル

●

●

可燃 ごみ

(RDF)

紙 くず・生 ごみ・

繊維くず・木くず・
プラスチック・ゴ
ム・革類など

ま轟重核麹.車貶診
苺・=工
颯

短i警
iξ奮:壌薔!‐

.そ

摯
� 纂撃

○生ごみは水気を切って

○草などは土をよく落として

○不燃物は絶対に入れない

不燃ごみ

金属・ ガラス・

陶器類・小型家
電製品 (家 電 リ
サイクル対象品
を除く)

空きビン・空き缶・

食品の缶

(ペ ットボトル)

○ふたを必ず取って、中を水洗
いする

(古布 )

衣類・タオル・

シーツ等

資源ごみ

(新聞・雑誌・段ボール) 魃 浚
新饉新聞・雑誌・段ボール

■・段ボール

粗大ごみ

(ごみ袋に入らないもの)

難〒晃婆鰭
・
螢骰麟

核又妙虫蟷藤1鮨鰺
‐
:襴魃

○クリーンセンターに直接持ち

込むか、個別収集を依頼する。

家電リサイクル

対象品

エアコン・テレビ・

冷蔵庫・洗濯機 ‐覇1質菫| ,謂■剛L
‐ヽ 1罐|■驀
[_壼 懸
翻齢粋

〇小売業者に引き取り義務のな
いものについては、郵便局で家

電リサイクル券を購入し、施設
で運搬料金を支払う

受入困難ごみ
タイヤ・バッテリー・消火器・廃油類・揮発油缶・
ペンキ缶・シンナー缶・ガスボンベ・火薬類・

農薬袋・土・石・コンクリー ト

○購入した店に引き取つてもら

うか専門の処理業者に相談する

(10)

から4 ,ヽの1出|し方が変わ,ま|,1

ヽ

麒

○スプレー缶・カセットボンベ

などは使い切つてから

○割れ物やカミソリなどの危険
物は紙などに包む

資源ごみ

(ビ ン・缶 )

ヽ

○ふたを必ず取つて、中を水洗
いする
○一升瓶・ビール瓶等は集団回
収や酒屋さんに返却する

ペットボトル

ヽ
嘔鞣夕]

ヽ

冬軋麒

ヽ

○種類ごとに分けてひもで十文

字に縛る

○雨天時は出し控える

11(1:::1::11:■ .
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